
公立大学法人名桜大学教育職員の選考に関する規程 

（平成２２年４月１日制定） 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、大学設置基準（昭和３１年文部省令第２８号）、名桜大学学則（平

成６年４月１日制定）第５条第２項の規定及び公立大学法人名桜大学上級准教授の呼

称付与に関する規程（平成２６年６月２０日制定）に基づき、公立大学法人名桜大学

の教授、上級准教授、准教授、助教及び助手（以下「教員」という。）の選考につい

て、必要な事項を定めるものとする。 

（提出書類） 

第２条 教員の候補者には、次の書類の提出を求めるものとする。 

(1) 個人調書(履歴書) 

(2) 健康診断書 

(3) 最終学歴の修了(卒業)証明書 

(4) 教育研究業績書 

(5) 推薦状 

(6) その他本学が必要と認める書類 

（教授の資格） 

第３条 教授となることのできる者は、次の各号のいずれかに該当し、教育研究上の能

力があると認められる者とする。 

(1) 博士の学位（外国において授与されたこれに相当する学位を含む。）を有し、教

育研究上の業績を有する者 

(2) 教育研究上の業績が前号の者に準ずると認められる者 

(3) 大学等において教授、又は准教授相当の経歴があり、教育研究上の業績がある

と認められる者 

(4) 体育、その他実務系教員については、特殊な技能に秀で、教授、又は准教授相

当の経歴があり、教育研究上の業績があると認められる者 

(5) 専門分野について、特に優れた知識及び経験を有する者 

（上級准教授の資格） 

第４条 上級准教授となることのできる者は、次の各号のいずれかに該当し、教育研究

上の能力があると認められる者とする。 

 (1) 前条に規定する教授となることのできる者 

 (2) 大学等において准教授相当の経歴があり、教育研究上の業績があると認められ

る者 

 (3) 修士以上の学位（外国において授与されたこれに相当する学位を含む。）を有す

る者 

 (4) 体育、その他実務系教員については、特殊な技能に秀で、准教授又は助教相当

の経歴があり、教育研究上の業績があると認められる者 

(5) 専門分野について、優れた知識及び経験を有する者 



（准教授の資格） 

第５条 准教授となることのできる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。 

(1) 第３条又は前条に規定する教授若しくは上級准教授となることのできる者 

 (2) 専門分野について教育研究上の能力があると認められる者 

 (3) 大学等において三年以上助教又はこれに準ずる教育職員としての経歴がある  

  者  

（助教の資格） 

第６条 助教となることのできる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。 

 (1) 第３条、第４条又は前条に規定する教授、上級准教授又は准教授となることの

できる者 

 (2) 修士以上の学位（外国において授与されたこれに相当する学位を含む。）又は専

門職学位を有する者 

 (3) 専門分野について、知識及び経験を有する者 

（助手の資格） 

第７条 助手となることのできる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。 

(1) 学士以上の学位（外国において授与されたこれに相当する学位を含む。）を有す

る者 

 (2) 前号の者に準ずる能力があると認められる者 

（研究業績等の評点） 

第８条 研究業績等の評点は次の基準により、評価する。 

 (1) 国際学会誌論文は４点、国内学会中央誌論文は３点とする。 

 (2) 国内学会地方誌論文は、２点とする。 

 (3) 大学紀要論文は、２点とする。 

 (4) 準学会誌論文は、１点とする。 

 (5) 著書（訳書を含む。）については、その内容及び分野に応じ評価する。 

 (6) 学会における講演や抄録などの報告書は、考慮する。ただし准学会誌の論文の 

半分とし、合計２点までとする。 

(7) 科学研究費等の外部資金の獲得状況については、内容に応じて考慮する。 

(8) 専門分野について、特に優れた知識や経験については考慮する。 

２ 前項第１号から第６号の評点については、筆頭者以外は半分以内とする。 

（研究業績等の基準） 

第９条 教員候補者の研究業績は、第８条の規定に基づいて評価し、職階は下記の点数

を基準とする。 

 (1) 教授は、２５点以上 

 (2) 上級准教授は、１５点以上 

 (3) 准教授は、１２点以上 

 (4) 助教は、６点以上 

（改廃） 

第１０条 この規程の改廃は、職員人事調整委員会及び教育研究審議会の議を経て、学



長が定める。 

２ 学長は、前項の規定による改廃を行った場合には、理事会に報告しなければならな

い。 

 

 

附 則 

この内規は、平成２２年４月１日から施行する。 

附 則（平成２８年６月２５日） 

この内規は、平成２８年６月２５日から施行し、平成２６年４月１日から適用する。 

附 則（平成３０年７月２５日） 

この規程は、平成３０年７月２５日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

別表１（第８条関係） 

【研究業績評価基準表】 

種別 規定 内容 評点 

研 

究 

業 

績 

第 8 条

(1) 

国際学会誌

論 文 (原 著

相当) 

筆頭 4 点 
第 2 著者 2 点、第 3 著者 1 点 

第 4 著者以降は 0.5 点 

国内学会中

央 誌 論 文

(原著相当) 

筆頭 3 点 
第 2 著者 1.5 点、第 3 著者 0.7 点、 

第 4 著者以降は 0.3 点 

第 8 条

(2) 

国内学会地

方 誌 論 文

（ 原 著 相

当） 

筆頭 2 点 
第 2 著者 1 点、第 3 著者 0.5 点、

第 4 著者以降は 0.2 点 

第 8 条

(3) 

大学等の紀

要 論 文 (原

著相当) 

筆頭 2 点 
第 2 著者 1 点、第 3 著者 0.5 点、

第 4 著者以降は 0.2 点 

第 8 条

(4) 

準学会誌の

論文 
筆頭 1 点 

第 2 著者 0.5 点、第 3 著者 

0.2 点、4 著者以降は 0.1 点 

第 8 条

(5) 

学術研究書 単著 12 点 
・共著者については内容および全

頁数の割合に応じて点数化する 

・編著者については 1 点加点する 

一般書 単著 5 点 

教科書 単著 5 点 

翻訳書 単訳書 5 点 
共訳者については内容および全

頁数の割合に応じて点数化する 

第 8 条

(6) 

学会におけ

る講演や抄

録などの報

告書 

筆頭 0.5 点 
共著者の配点なし 

上限 2 点までとする 

第 8 条

(7) 

科学研究費

等の外部資

金(代表)の

獲得状況 

500 万以上 3点 

100～500 万 2

点 

～100 万円 1点 

研究分担及び研究協力者 0 点 

第 8 条

(8) 
体育系教員 

オリンピック

(パラリンピッ

ク)・世界選手

権相当の国際

大会への出場 

8 点(国際学会誌原著論文 

2 本分相当) 

日本選手権・日

本学生選手権

相当の大会で

の優勝 

6 点(国内中央誌原著論文 

2 本分相当) 

全国ベスト８、

西日本選手権

相当の大会で

の優勝 

3 点(国内中央誌原著論文 

１本分相当) 



九州選手権・九

州学生選手権

相当の地区大

会での優勝 

1.5 点 

その他実務

系教員 

当該専門分野

の実務経験年

数 

1～3 点 

当該専門分野

の管理職等の

経験有 

3 点 

当該専門分野

における関連

業績や実績、専

門的資格等 

1～2 点 

当該専門分野

における報告

書等 

各 0.5 点とし上限 8 点までとす

る。 

※原著論文に相当しない論文等については、評価を 0.5 から 0.8 かけとする。 

※体育系教員については、教員本人の競技実績及び指導者としての実績の 2 種類を評価

の対象とする。ただし、評価をする場合、各職階において原著論文に相当する筆頭論文

1 編または筆頭著書 1 編を必要とする。 

※準学会誌にはＩＳＢＮ付雑誌に掲載された査読無論文（例：紀要査読無論文、依頼原

稿、研究報告、資料）等が含まれる。 

 

 


